
セクシュアリティ ー
について

手術やホルモン療法で、 からだや心が
変化して、 性に対する意識や性生活、
パート ナーとの関係性が変わってく る
ことがあります。

セクシュアリティ ーとは、 「 性行為」 だ
けではなく 、 性別、 感情的な愛着、
文化・ 社会的性差、 生殖なども含めた、
生きることそのものに関わる大切な
テーマです。

【 乳がんと 「 性」 の問題】

ボディ ーイメ ージの変化

喪失感、 自身の低下

性的関心の低下

肉体の機能面での問題

パート ナーや周囲の人との関係

１

手術跡の痛みや違和感、
触れられることへの恐れ、 喪失感や自信
の低下、 病気への不安などにより性への
意識の変化や性欲の低下が起きることが
あります。

また、 ホルモン療法による膣乾燥や
膣粘膜萎縮により 、 性交痛など性行為や
性反応に影響することがあります。

このよう なときには、 病気によって、
人生の優先順位や価値観が変化し 、
性に対する考え方や感じ方が変わるかも
しれません。

２

【 パート ナーとのコミ ュニケーショ ン】

性生活やパート ナーとの関係を

「 こう あるべきだ」 と思いこまず、
パート ナーとゆっく り 時間を
かけて話し合い、

ふたりの関係や性生活についても
と もに考えてみましょ う 。

【 機能面での対処法を知っておく 】

ホルモン療法による膣乾燥や性交痛

などをケアする女性に優しいゼリ ー

つきコンド ームや潤滑ゼリーが

市販されています。

３



パート ナーの方へ

パート ナーのあなたにも知っ
ていてほしいことがあります。
セクシュアリティ ーとは、
「 性行為」 だけではなく 、
「 相手を大切にしたい」

という 気持ち」 も含みます。

病気は、 治療をう ける

ご本人とパート ナーの
あなた、 おふたりにとって
大きな出来事ですが、
お互いの心づかいと
コミ ュニケーショ ンに
よって、 おふたりのきずな
をより深めるきっかけに
なります。
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パート ナーの方へ

【 一緒に考えよう 】

診断後は、 治療の選択、 家庭のこと 、
仕事のことなど、 たく さんのこと を
考えなければいけません。
「 君のしたいよう にすればいいよ」 とはじめ
からいう のではなく 、 お二人で考えてみて
く ださい。 すぐに答えが出なく ても、 一緒
に考えることで、 お互い心配のタネが
わかり 、 コミ ュニケーショ ンに繋がります。

2

【 察するのではなく 、 聞いてみまし ょ う 】

相手の立場に立ったり 、 気持ちを察する
ことは、 とても大切。 でも、 想像だけで
理解することは、 とても難しいことです。

また、 治療を受ける方のなかには
「 相手に迷惑をかけているのではないか？」
とご自分の気持ちや希望を伝えることに
ためらう 方もいます。

ざっく ばらんに聞く ことで、
行き違いや
取り越し苦労を解消し 、
ご本人の状況に
あった手助けを
することができます。

【 ご自分のコンディ ショ ンも大切に】

大切な人の病気は、 あなたご自身の
コンディ ショ ンにも少なからず
影響するはずです。 周囲のサポート を
できるだけ得て、 ご自分のからだと
心をゆったりさせる時間もとり ましょ う 。
親しい友人など、 誰かに話を聞いて
もらう だけで楽になることもあります。

【 言葉では伝えきれないとき】

どんな言葉でも伝えきれない感情は
あります。 そんなとき、 黙って手を
握ったり 、 静かに抱きしめたりする
ことが、 千の言葉を超えることも
あります。

【 言葉で言ってほしいときもある】

心細いときこそ、 パート ナーの暖かい
愛情表現の言葉は嬉しいものです。
「 愛している」 「 君が大切なんだ」 と 、
（ それまで言ったことのないセリ フでも）
思い切って伝えるのも効果的です。
メ ールや手紙で伝えてもよいでしょ う 。
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